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安
土
域
天
主
は
、
地
上
六
階
地
下
一
階
の
、
全
国
最
初
の
大
規
模
な

天
守
で
あ
る
。
安
土
域
天
主
に
つ
い
て
は
、
数
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
に
幾
つ
か
の
復
元
案
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
現

在
に
お
い
て
学
界
で
一
定
の
評
価
を
得
て
い
る
も
の
は
、
内
藤
昌
・
宮

上
茂
隆
両
博
士
の
復
元
案
で
あ
る
。
内
藤
博
士
は
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
「
天

守
指
図
」
を
「
信
長
公
記
』
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
安
土
城
天
主
の
指

図
で
あ
る
と
い
う
評
価
を
し
、
そ
れ
を
も
と
に
復
元
(
図
1
1
3
)
を

行
っ
て
い
る
が
、
す
で
に
宮
上
博
士
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
「
天
守

指
図
」
は
、
加
賀
藩
の
大
工
が
作
製
し
た
復
元
図
で
あ
る
可
能
性
が
否

定
で
き
な
い
こ
と
や
、
天
主
台
を
指
図
の
一
階
平
面
に
合
わ
せ
る
た
め

に
強
い
反
収
が
あ
る
年
代
の
下
降
す
る
石
垣
と
し
て
復
元
し
て
い
る
な

ど
の
問
題
点
が
あ
る
。
宮
上
博
士
は
、
『
信
長
公
記
』
の
類
本
で
あ
る
『
安

佐

藤

規

大

土
日
記
」
を
も
と
に
復
元
(
図
4
1
6
)
を
行
っ
て
い
る
が
、
十
分
な

根
拠
な
し
に
『
匠
明
」
所
収
「
昔
六
間
七
問
主
殿
之
図
」
を
一
階
平
面

に
は
め
込
ん
で
い
る
こ
と
や
、
一
階
平
面
を
記
録
に
は
な
い
十
二
間
に

十
一
間
と
し
て
い
る
な
ど
の
問
題
点
が
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
「
信
長
公
記
』
の
史
料
批
判
を
再
度
行
っ
た
上
で
、

近
年
の
天
主
台
発
掘
調
査
や
同
時
期
の
書
院
造
殿
舎
を
参
考
に
し
て
天

主
平
面
の
復
元
を
再
度
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

二
、
天
主
の
復
元
史
料
の
検
討

安
土
城
天
主
の
復
元
史
料
と
し
て
は
、
太
田
牛
一
が
著
し
た
「
信
長

公
記
』
が
あ
る
。
『
信
長
公
記
」
に
は
数
多
く
の
類
本
が
存
し
て
お
り
、

天
主
に
関
す
る
記
述
に
も
二
系
統
の
も
の
が
あ
る
。
一
つ
は
、
尊
経
閤

文
庫
蔵
『
安
土
日
蓮
に
お
け
る
天
主
に
関
す
る
記
部
で
、
も
う
一
つ
は
、

ほ
か
の
『
信
長
公
記
」
の
巻
九
「
安
土
御
天
主
之
次
第
」
と
題
す
る
記
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述
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
に
は
記
述
内
容
に
若
干
の
相
違
が
見
ら
れ
る
ほ

か
に
、
天
主
に
関
す
る
記
述
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
年
代
お
よ
び
天
主
内

部
の
記
述
順
序
が
異
な
っ
て
い
お
。

内
藤
・
宮
上
両
博
士
と
も
、
「
安
土
日
記
』
は
、
太
田
牛
一
の
日
記

に
最
も
近
い
も
の
で
あ
り
、
天
主
に
関
す
る
記
述
は
村
井
貞
勝
の
持
見

記
を
引
用
し
て
い
る
と
す
る
。
「
安
土
御
天
主
之
次
第
」
は
、
こ
れ
を

も
と
に
し
て
よ
り
軍
記
物
ら
し
く
書
き
換
え
ら
れ
た
も
の
と
し
て
い

る。
内
藤
博
士
は
、
こ
の
書
き
換
え
の
過
程
で
新
た
に
付
け
加
え
ら
れ
た

天
主
に
関
す
る
記
述
は
、
太
田
牛
一
が
何
ら
か
の
資
料
を
引
用
し
た
も

の
で
、
信
用
で
き
る
も
の
と
し
、
復
元
の
際
に
は
「
安
土
日
記
』
と
「
安

土
御
天
主
之
次
第
」
を
両
方
と
も
用
い
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
宮
上

博
士
は
、
書
き
換
え
に
よ
っ
て
生
じ
た
不
都
合
な
部
分
を
埋
め
合
わ
せ

る
た
め
に
、
太
田
牛
一
が
故
意
に
根
拠
も
な
く
付
け
加
え
た
も
の
と
し

て
、
復
元
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
「
安
土
日
記
』
の
み
と
し
て

い
る
。し

か
し
、
両
者
の
記
述
内
容
を
比
較
し
て
み
る
と
、
両
者
に
は
書
き

漏
ら
し
ゃ
文
の
錯
誤
と
考
え
ら
れ
る
部
分
が
少
な
く
な
い
。
こ
れ
は
、

太
田
牛
一
が
拝
見
記
か
ら
書
き
写
す
際
に
お
か
し
た
誤
り
と
考
え
ら
れ

る
。
以
下
に
両
者
の
記
述
内
容
の
主
な
相
違
点
に
つ
い
て
、
内
藤
・
宮

上
両
博
士
の
意
見
を
踏
ま
え
た
上
で
改
め
て
考
察
し
、
両
者
が
太
田
牛

一
自
身
の
日
記
や
村
井
貞
勝
の
拝
見
記
等
の
資
料
を
も
と
に
し
て
編
纂

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
い
。

(
一
)
記
述
内
容
に
つ
い
て

障
壁
画
に
つ
い
て

御
座
敷
之
内
、
悉
黒
漆
也
。
西
十
二
昼
敷
、
墨
給
に
梅
之
御
給
を

狩
野
永
徳
ニ
被
仰
付
、
何
れ
も
下
よ
り
上
ま
て
御
座
敷
之
内
、
御

給
所
悉
金
也
(
「
安
土
御
天
主
之
次
第
」
、
傍
点
筆
者
)

宮
上
博
士
は
「
墨
絵
」
と
「
御
給
所
悉
金
也
」
と
が
矛
盾
し
て
い
る

と
す
る
が
、
こ
れ
は
牛
一
が
拝
見
記
か
ら
書
き
写
す
際
に
行
を
錯
誤
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
狩
野
永
徳
」
か
ら
後
の
文
を
こ
れ
の
前
の

行
に
入
れ
る
と
、
「
御
座
敷
之
内
、
悉
黒
漆
也
」
と
い
う
座
敷
内
の
木

部
の
説
明
を
初
め
に
行
い
、
続
い
て
絵
の
説
明
が
き
て
、
前
文
と
の
繋

が
り
も
よ
く
な
る
。
ま
た
、
そ
の
次
に
く
る
「
西
十
二
畳
敷
」
の
解
説

に
だ
け
わ
ざ
わ
ざ
「
墨
絵
」
と
書
い
て
い
る
の
は
、
こ
の
座
敷
の
絵
だ

け
が
「
御
給
所
悉
金
」
の
例
外
で
あ
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
。
ま
た
天
主
の
絵
は
す
べ
て
狩
野
派
に
命
じ
て
描
か
せ
た
と
考
え

ら
れ
、
最
初
の
画
題
説
明
部
分
で
ま
と
め
て
そ
の
代
表
と
し
て
狩
野
永

徳
の
名
前
を
書
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
安
土
日
記
」
に
お
い
て
最
初
の

画
題
説
明
部
分
に
狩
野
永
徳
の
名
が
書
か
れ
て
い
る
の
も
、
同
じ
こ
と

と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

柱
・
狭
間
に
つ
い
て

七
重
日
(
地
階
)
。
以
上
、
柱
数
二
百
四
本
。
本
柱
長
さ
入
問
、

本
柱
ふ
と
さ
一
尺
五
寸
四
方
、
六
寸
四
方
、
一
尺
三
寸
四
方
木
。

狭
間
戸
数
六
十
余
有
。
何
れ
も
銭
ニ
而
黒
漆
也
。
(
「
安
土
日
記
」
)

二
重
(
一
階
)
(
中
略
)
柱
数
武
百
四
本
立
。
三
重
日
(
中
略
)

柱
数
百
四
十
六
本
立
也
。
四
重
め
(
中
略
)
柱
数
九
十
三
本
立
。
(
中
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略
)
上
七
重
め
(
中
略
)
ひ
う
ち
ほ
う
ち
ゃ
く
敢
十
二
つ
ら
せ
ら

れ
、
狭
間
戸
銭
也
。
敷
六
十
余
有
。
皆
黒
漆
也
。
御
座
敷
内
外
柱

惣
に
、
漆
ニ
而
布
を
着
せ
さ
せ
ら
れ
、
其
上
皆
黒
漆
也
。
(
「
安
土

伺
天
主
之
次
第
」
)

宮
上
博
士
は
、
「
安
土
日
記
』
に
お
い
て
は
、
「
以
上
」
と
あ
る
か
ら

に
は
、
「
二
百
四
本
」
は
各
階
の
合
計
の
柱
数
と
す
る
べ
き
で
、
「
安
土

御
天
主
之
次
第
」
で
は
「
以
上
」
が
削
除
さ
れ
、
一
階
(
二
重
)
の
説

明
に
入
れ
ら
れ
た
た
め
、
一
階
の
柱
数
の
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
い

る
。
「
柱
数
百
四
十
六
本
立
」
(
二
階
)
、
「
柱
数
九
十
三
本
立
」
(
三
階
)

と
い
う
記
述
は
、
一
陪
で
柱
数
を
二
百
四
本
と
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、

二
・
三
階
で
も
柱
数
を
書
く
必
要
が
で
き
、
牛
一
が
根
拠
も
な
く
書
い

た
数
値
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
天
主
の
総
柱
数
が
二
百
四
本
と
い
う

の
は
少
な
す
ぎ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
以
上
」
で
各
階
の
説
明
を
終
え
、

天
主
の
一
階
で
あ
る
六
重
目
の
柱
数
を
も
っ
て
天
主
の
柱
数
と
し
て
こ

こ
に
改
め
て
記
し
た
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
い
。
ま
た
後
述
す
る
よ
う
に
、

本
稿
で
復
元
し
た
各
階
平
面
の
う
ち
、
柱
数
の
記
述
が
あ
る
一
階
・
二

階
・
三
階
は
、
「
安
土
御
天
主
之
次
第
」
の
記
述
内
容
と
一
致
す
る
柱

数
と
な
っ
た
。

ま
た
『
安
土
日
記
』
の
「
狭
間
戸
数
六
十
余
有
。
何
れ
も
識
ニ
而
黒

漆
也
。
」
に
つ
い
て
宮
上
博
士
は
、
「
安
土
御
天
主
之
次
第
」
で
は
最
上

階
の
説
明
に
入
っ
て
お
り
、
最
上
階
に
狭
間
戸
が
六
十
あ
っ
た
と
い
う

誤
っ
た
記
述
に
な
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

午
一
が
拝
見
記
か
ら
書
き
写
す
際
に
、
そ
の
前
の
行
に
あ
っ
た
「
ひ
う

ち
ほ
う
ち
ゃ
く
(
中
略
)
其
上
皆
黒
漆
也
。
」
ま
で
が
最
上
階
の
説
明

と
勘
違
い
し
、
「
七
賢
等
を
か
、
せ
ら
れ
」
の
筏
に
続
け
て
書
い
て
し

ま
っ
た
た
め
に
生
じ
た
混
乱
と
考
え
ら
れ
る
。
筆
者
は
、
こ
の
六
十
の

狭
間
は
天
主
全
体
の
狭
間
の
数
と
考
え
る
。
実
際
は
「
ひ
う
ち
ほ
う
ち

ゃ
く
」
以
降
が
天
主
全
体
に
つ
い
て
の
説
明
で
あ
り
、
そ
の
後
に
出
て

く
る
「
御
座
敷
内
外
柱
惣
に
、
漆
ニ
而
布
を
着
せ
さ
せ
ら
れ
、
其
上
皆

黒
漆
也
。
」
と
い
う
柱
の
仕
上
げ
に
つ
い
て
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
「
御

座
敷
」
と
あ
る
か
ら
は
、
座
敷
の
あ
る
一
階
・
二
階
・
三
階
と
い
う
天

主
の
主
体
部
の
こ
と
で
、
す
な
わ
ち
天
主
全
体
を
代
表
さ
せ
て
記
述
し

た
も
の
と
言
え
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
五
・
六
階
の
柱
は
特
別
で
あ
る

の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条
に
個
別
の
説
明
が
さ
れ
て
い
却
。

天
主
台
・
一
階
平
面
の
規
模
に
つ
い
て

石
く
ら
乃
高
さ
十
二
間
余
。
一
重
石
く
ら
之
内
を
土
蔵
ニ
御
用
、

是
よ
り
七
重
也
。
二
重
石
く
ら
之
上
買
さ
、
北
南
ヘ
廿
問
、
東
西

ヘ
十
七
問
。
(
「
安
土
御
天
主
之
次
第
」
)

宮
上
博
士
は
「
石
く
ら
之
上
底
さ
、
北
南
へ
廿
問
、
束
西
ヘ
十
七

問
」
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
一
間
(
六
尺
五
寸
)
で
「
北
南
ヘ
廿
問
」

は
、
西
辺
と
そ
れ
に
連
な
る
西
北
の
辺
を
合
わ
せ
た
長
さ
で
、
「
東
西

へ
十
七
間
」
は
、
南
辺
と
そ
れ
に
続
く
南
東
辺
を
合
わ
せ
た
長
さ
に
ほ

ぼ
一
致
す
る
と
し
て
い
て
、
天
主
台
石
垣
上
の
広
さ
と
し
て
い
る
が
、

一
階
の
大
き
さ
と
は
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
「
二
重
、
石
く
ら
之
上
、

贋
さ
」
と
読
ん
で
、
二
重
す
な
わ
ち
一
階
は
石
く
ら
(
天
主
台
)
の
上

に
あ
っ
て
、
一
階
の
平
面
の
規
模
を
表
し
た
数
値
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
「
石
く
ら
乃
高
さ
十
二
間
余
」
に
つ
い
て
は
、
宮
上
博
士
は
天

主
台
石
垣
の
高
さ
は
本
丸
地
表
か
ら
鉛
直
高
に
し
て
六
間
余
し
か
な
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か
っ
た
と
し
て
、
牛
一
は
憶
測
で
こ
の
値
を
書
い
て
い
て
、
「
安
土
御

天
主
之
次
第
」
の
信
湿
性
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
石
く
ら
」

は
石
蔵
で
は
な
く
、
石
坐
す
な
わ
ち
天
主
の
台
座
石
垣
を
意
味
す
る
。

高
さ
十
二
聞
は
、
天
主
台
と
そ
の
下
の
本
丸
お
よ
び
帯
曲
輪
の
石
垣
を

合
わ
せ
た
総
高
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

一
階
の
障
壁
の
画
題
に
つ
い
て

次
回
て
う
敷
、
雑
の
子
を
愛
す
る
所
、
御
棚
ニ
鳩
計
か
冶
せ
ら
れ
、

又
十
二
て
う
敷
ニ
鵡
を
か
か
せ
ら
れ
鵡
の
問
と
申
也
。
又
其
次
八

畠
敷
唐
之
儒
者
達
を
か
、
せ
ら
れ
、
南
又
十
二
て
う
敷
(
「
安
土

日
記
』
)

次
回
て
う
敷
、
御
棚
に
鳩
之
御
槍
を
か
、
せ
ら
れ
、
又
十
二
昼
敷
、

鵡
を
か
、
せ
ら
れ
鵡
乃
間
と
申
也
。
又
其
次
八
畳
敷
。
奥
田
て
う

敷
に
雑
之
子
を
愛
す
る
所
あ
り
。
南
又
十
二
塁
敷
、
唐
乃
儒
者
達

を
か
冶
せ
ら
れ
、
又
八
て
う
敷
有
。
(
「
安
土
御
天
主
之
次
第
」
)

こ
の
部
分
の
記
述
に
は
、
両
者
で
画
題
不
一
致
が
見
ら
れ
る
が
、
宮

上
博
士
は
信
長
の
御
座
の
聞
に
当
た
る
「
次
回
て
う
敷
」
に
「
維
の
子

を
愛
す
る
所
」
が
描
か
れ
、
対
面
座
敷
の
次
の
間
で
あ
る
「
又
其
次
八

回
畳
敷
」
に
「
唐
之
儒
者
」
が
描
か
れ
て
い
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
と
し
て

い
る
。
ま
た
「
安
土
御
天
主
之
次
第
」
で
四
畳
敷
と
八
畳
敷
に
画
題
が

な
く
、
棚
の
鳩
の
絵
の
こ
と
だ
け
が
記
述
さ
れ
て
い
る
の
は
不
自
然
と

し
て
い
る
。
「
安
土
御
天
主
之
次
第
」
だ
け
に
見
え
る
「
奥
四
て
う
敷
」

に
つ
い
て
は
、
こ
の
部
屋
が
あ
る
と
復
元
を
行
っ
た
際
に
建
築
の
平
面

が
納
ま
ら
な
い
と
い
う
理
由
を
挙
げ
、
『
安
土
日
記
』
の
記
述
の
ほ
う

が
正
し
い
と
し
て
い
る
。
し
か
し
画
題
に
つ
い
て
は
、
牛
一
が
拝
見
記

か
ら
書
き
写
し
た
際
に
錯
誤
し
た
と
考
え
ら
れ
、
宮
上
博
士
の
よ
う
に

部
屋
の
機
能
を
先
に
決
め
つ
け
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
画
題
を
考
証
す

る
の
は
妥
当
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
「
奥
田
て
う
敷
」
に
つ
い
て
は
、

こ
の
部
分
に
だ
け
、
ほ
か
で
は
使
わ
れ
て
い
な
い
「
奥
」
と
い
う
語
が

使
わ
れ
て
い
る
。
「
次
回
て
う
敷
」
の
説
明
を
書
き
終
え
た
後
で
絵
の

説
明
を
書
き
漏
ら
し
て
い
た
の
に
気
付
き
、
付
け
加
え
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
安
土
御
天
主
之
次
第
」
が
誤
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

「
御
縁
六
て
う
敷
」
に
つ
い
て

束
十
二
畳
敷
、
御
縁
六
て
う
敷
、
次
三
て
う
敷
(
「
安
土
日
記
』
)

こ
こ
に
あ
る
「
御
縁
六
て
う
敷
」
と
い
う
の
は
「
安
土
御
天
主
之
次
第
」

に
は
な
い
記
述
で
あ
る
。
こ
れ
は
拝
見
記
か
ら
書
き
写
す
際
に
書
き
漏

ら
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

一
階
の
納
戸
に
つ
い
て

次
十
七
て
う
敷
(
『
安
土
日
記
」
)

次
十
て
う
敷
(
「
安
土
御
天
主
之
次
第
」
)

こ
れ
は
一
階
の
納
戸
と
考
え
ら
れ
て
い
る
部
屋
の
説
明
で
あ
る
が
、

宮
上
博
士
は
十
七
畳
と
い
う
規
模
の
部
屋
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
十
畳
で

な
い
と
復
元
し
た
際
に
納
ま
ら
な
い
と
し
て
、
『
安
土
日
記
」
の
記
述

を
誤
記
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
宮
上
博
士
の
言
う
よ
う
に
、

十
七
畳
と
い
う
部
屋
は
例
が
な
く
「
安
土
日
記
」
の
十
七
畳
と
い
う
の

は
誤
記
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

二
階
の
障
壁
の
画
題
に
つ
い
て

次
人
皇
敷
、
ろ
と
う
、
ぴ
ん
と
申
仙
人
杖
な
け
捨
た
る
所
。

4 

北
廿
昼
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長
‘
取
の
牧
之
宮
給
有
ニ
給
の
ふ
り
た
る
所
、
是
ふ
ゑ
つ
の
固
と

申
。
(
『
安
土
日
記
」
)

次
八
て
う
敷
、
日
洞
賓
と
申
仙
人
井
ふ
ゑ
つ
之
固
あ
り
。
北
廿
畳

敷
、
駒
之
牧
之
御
結
あ
り
。
(
「
安
土
御
天
主
之
次
第
」
)

宮
上
博
士
は
こ
れ
だ
け
で
は
、
何
れ
が
拝
見
記
に
近
い
の
か
は
判
断

で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
「
拾
の
ふ
り
た
る
所
」
が
何
を
意
味
す
る
の

か
定
か
で
は
な
い
が
、
「
駒
の
牧
之
御
緒
」
と
い
う
日
本
の
画
題
と
一

緒
に
「
ふ
ゑ
つ
(
博
説
)
」
と
い
う
中
国
の
歴
史
上
の
人
物
が
描
か
れ

て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
「
ふ
ゑ
つ
」
は
段
の
時
代
の
人
物
で
「
安

土
御
天
主
之
次
第
」
に
あ
る
よ
う
に
八
仙
と
一
緒
に
描
か
れ
た
と
も
考

え
ら
れ
な
い
。
ほ
か
の
部
屋
の
画
題
で
あ
っ
た
の
を
誤
っ
て
書
き
写
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
内
藤
博
士
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
杖
な
け
捨
た
る
所
」

が
描
か
れ
る
の
は
呂
洞
賓
で
は
な
く
同
じ
八
仙
の
な
か
の
李
銭
拐
で
あ

る
。
「
次
八
畳
敷
」
に
呂
洞
賓
や
李
銭
拐
と
い
っ
た
入
仙
が
描
か
れ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
宮
上
博
士
も
こ
の
部
分
は
認
め
て
い
る
。
『
安
土

日
記
」
で
は
行
を
錯
誤
し
て
次
の
行
に
入
れ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ

る。
六
階
の
柱
に
つ
い
て

四
方
之
内
柱
に
ハ
上
龍
下
龍
、
天
井
ニ
ハ
天
人
御
影
向
之
所
(
「
安

土
御
天
主
之
次
第
」
)

内
藤
博
士
が
五
階
の
説
明
で
あ
っ
た
も
の
を
誤
っ
て
六
階
に
入
れ
た

と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
宮
上
博
士
は
最
上
階
六
階
内
部
に
四
本
柱

が
あ
っ
た
と
は
思
え
ず
、
五
階
は
「
外
柱
ハ
朱
、
内
柱
皆
金
也
」
(
『
安

土
日
記
」
)
と
あ
り
、
金
箔
押
し
さ
れ
た
内
柱
に
上
龍
下
龍
が
描
か
れ

て
い
た
と
い
う
記
述
が
拝
見
記
に
あ
っ
た
可
能
性
は
全
く
な
く
、
儒
教

に
影
響
を
受
け
て
い
る
太
田
牛
一
が
、
最
上
階
を
立
派
に
見
せ
る
た
め

に
書
き
加
え
た
可
能
性
が
高
い
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
金
箔
押
し
き

れ
た
柱
に
龍
が
極
彩
色
で
描
か
れ
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な

く
、
桃
山
時
代
の
金
碧
障
壁
画
で
は
あ
り
得
る
。
し
た
が
っ
て
内
藤
博

士
が
言
う
よ
う
に
、
牛
一
が
拝
見
記
を
書
き
写
す
際
に
誤
っ
て
五
階
の

説
明
を
六
階
に
入
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
「
天
井
ニ
ハ
天

人
御
影
向
之
所
」
も
同
様
に
、
五
階
の
説
明
を
誤
っ
て
六
階
に
入
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

(
ニ
)
『
安
土
日
記
』
行
間
補
記
に
つ
い
て

宮
上
博
士
は
、
牛
一
が
『
安
土
日
記
』
を
書
き
終
え
た
後
、
「
安
土

御
天
主
之
次
第
」
と
校
合
し
て
書
き
加
え
た
も
の
と
し
て
い
る
。
し
か

し
こ
れ
は
牛
一
が
拝
見
記
を
書
き
写
す
際
に
書
き
漏
ら
し
た
箇
所
を
後

か
ら
書
き
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
か
、
『
安
土
日
記
」
を
書
写
し
た
加
賀

藩
の
人
物
が
書
き
込
ん
だ
か
、
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

(
三
)
記
述
順
、
年
代
に
つ
い
て

「
安
土
日
記
』
と
「
安
土
御
天
主
之
次
第
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
ほ

か
の
『
信
長
公
記
』
で
は
、
天
主
に
関
す
る
記
述
が
入
れ
ら
れ
て
い
る

年
代
、
ま
た
記
述
の
順
序
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
日

記
と
軍
記
物
と
い
う
系
統
の
違
い
の
た
め
と
考
え
た
い
。

以
上
の
よ
う
に
「
安
土
御
天
主
之
次
第
」
が
『
安
土
日
記
」
を
書
き

5 



換
え
た
も
の
で
は
な
く
、
村
井
貞
勝
の
拝
見
記
を
も
と
に
『
安
土
日
記
』

と
は
別
に
太
田
牛
一
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
可
能
性
を
示
し
た
。
し
た

が
っ
て
天
主
復
元
に
は
記
述
内
容
を
両
者
で
補
完
し
合
い
な
が
ら
、
用

い
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
天
主
平
面
の
復
元
考
察

『
安
土
日
記
」
と
「
安
土
御
天
主
之
次
第
」
を
復
元
史
料
と
し
、
天

主
各
階
の
復
元
を
一
不
す
こ
と
に
す
る
。

(
一
)
天
主
台
(
図
7
)

現
在
、
天
主
台
の
上
部
は
石
垣
が
崩
落
し
て
い
る
の
で
、
一
階
平
面

の
外
周
の
形
状
を
定
め
る
た
め
に
復
元
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
と
こ
ろ

で
、
北
垣
徳
一
郎
氏
に
よ
る
と
安
土
築
城
時
の
石
垣
は
、
ほ
と
ん
ど
の

場
合
、
直
線
的
に
築
き
、
反
り
は
な
い
も
の
で
あ
る
。
安
土
城
天
主
台

で
は
、
石
垣
の
上
部
だ
け
が
崩
落
し
て
お
り
、
石
垣
の
下
部
の
発
掘
調

査
に
よ
り
石
垣
の
勾
配
は
約
六
十
度
と
判
然
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め

天
主
台
の
当
初
の
高
さ
を
決
め
る
こ
と
で
、
天
主
台
の
復
元
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。

内
藤
博
士
は
、
天
主
台
の
実
測
を
行
い
、
そ
の
上
で
天
主
台
穴
蔵
の

高
さ
を
求
め
、
十
三
尺
五
寸
と
し
て
い
る
。
宮
上
博
士
は
、
豊
巨
大
坂

城
天
守
や
姫
路
城
天
守
の
穴
蔵
の
高
さ
が
十
三
尺
で
あ
る
こ
と
か
ら
妥

当
な
数
値
と
し
て
い
る
。
筆
者
も
そ
の
数
値
を
妥
当
な
も
の
と
考
え
た

が
、
全
世
同
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
姫
路
城
天
守
に
合
わ
せ
て
十
三
尺
と
推

定
し
た
。
こ
の
数
値
と
勾
配
か
ら
天
主
台
を
復
元
す
る
と
図
7
の
よ
う

に
な
る
。

6 

(
ニ
)
地
階

発
掘
調
査
結
呆
に
よ
る
と
、
天
主
台
穴
蔵
で
は
ほ
ぼ
一
間
毎
に
総
柱

建
の
よ
う
に
礎
石
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
中
央
部
分
の
み
礎
石
が
欠
け
、

穴
が
検
出
さ
れ
て
い
討
。
地
階
は
、
「
石
く
ら
之
内
を
土
蔵
ニ
御
用
」
(
「
安

土
御
天
主
之
次
第
」
)
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
土
蔵
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
松
江
城
天
守
や
名
古
屋
城
天
守
の
よ
う
に
総
柱
建
状
に
配
し
た

礎
石
上
に
碁
盤
の
目
状
に
土
台
を
渡
し
、
土
蔵
の
部
屋
割
に
よ
っ
て
必

要
な
箇
所
に
の
み
柱
を
立
て
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
天
主
台
穴

蔵
内
の
礎
石
と
穴
蔵
入
口
部
分
に
存
す
る
門
の
礎
石
の
軸
線
は
平
行
と

な
っ
て
い
る
。
な
お
、
地
階
の
平
面
に
つ
い
て
は
、
以
上
の
よ
う
な
礎

石
の
使
わ
れ
方
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
文
献
に
記
述
が
な
い
以
上
、
復

元
図
の
作
成
は
難
し
い
の
で
、
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

(
三
)
一
階
(
図
8
)

結
論
か
ら
先
に
示
す
と
、
宮
上
博
士
の
復
元
案
の
よ
う
な
天
主
台
上

の
中
央
部
だ
け
を
用
い
た
矩
形
で
は
な
く
、
不
等
辺
七
角
形
の
天
主
台

の
全
面
を
使
っ
た
形
で
、
東
側
の
穴
蔵
の
入
口
で
石
垣
が
切
れ
る
部
分

に
つ
い
て
は
、
天
主
穴
蔵
の
礎
石
列
と
軸
線
の
揃
う
門
の
礎
石
と
平
行

に
外
壁
を
復
元
し
た
結
果
、
不
等
辺
八
角
形
と
な
っ
た
。

復
元
史
料
に
お
け
る
一
階
の
各
室
の
説
明
(
以
下
は
、
特
に
こ
と
わ

ら
な
い
限
り
『
安
土
日
記
』
の
記
述
に
従
う
)
は
、
ま
ず
「
西
十
二
昼
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三
」
(
一
安
土
立
天
主
之
次
主
」
)

(

A

)

の
信
の
陪
か
ら
始
ま
る
ε

こ
の

部
屋
に
は
「
次
四
て
う
敷
」

(
C
)
と
「
又
十
二
て
う
敷
」

(
D
)
鵡
の

聞
が
続
く
。
「
次
回
て
う
敷
」
は
「
又
十
二
て
う
敷
」
の
上
段
の
問
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
二
室
は
東
西
方
向
に
並
べ
る
と
、
す
べ
て
の
部
屋

を
配
し
た
時
に
一
階
平
面
身
舎
部
分
が
後
世
の
天
守
の
よ
う
に
矩
形
に

納
ま
ら
な
い
の
で
、
南
北
方
向
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ

て
「
次
回
て
う
敷
」
の
上
段
は
東
西
二
聞
に
南
北
一
問
、
「
又
十
二
て

う
敷
」
は
東
西
二
聞
に
南
北
三
問
に
復
元
さ
れ
る
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て

「
西
十
二
塁
敷
」
は
東
西
二
聞
に
南
北
三
間
と
な
る
。
な
お
、
こ
の
部

屋
に
は
「
同
問
内
御
書
院
有
」

(
B
)
か
ら
付
書
院
が
必
然
的
に
西
の

入
側
に
向
け
て
復
元
さ
れ
る
。
ま
た
上
段
で
あ
る
「
次
回
て
う
敷
」
に
は
、

「
御
棚
ニ
鳩
計
」

(F)
か
ら
鳩
が
描
か
れ
た
棚
が
西
側
に
向
け
て
復
元

さ
れ
る
。

鵠
の
問
の
南
側
に
は
、
二
間
四
方
の
「
又
其
次
入
墨
敷
」

(
E
)
の

部
屋
が
復
元
さ
れ
封
。
そ
の
東
側
す
な
わ
ち
一
階
の
南
側
の
部
屋
の
並

び
に
な
る
「
南
又
十
二
塁
敷
」

(
G
)
は
、
「
又
其
次
入
国
畳
敷
」
に
合
わ

せ
て
南
北
が
二
問
と
な
る
は
ず
で
あ
る
の
で
、
東
西
は
三
間
と
な
る
。

こ
れ
に
続
く
部
屋
は
、
部
屋
境
の
柱
筋
を
通
す
た
め
に
は
す
べ
て
南
北

二
間
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。

次
に
こ
の
部
屋
の
東
側
に
は
二
岡
田
方
の
「
又
八
て
う
敷
」

(
H
)

の
部
屋
、
さ
ら
に
東
側
に
東
西
三
間
に
南
北
二
聞
の
「
束
十
二
塁
敷
」

(
I
)
の
部
屋
が
復
元
さ
れ
る
。
こ
の
部
屋
に
は
、
「
御
縁
六
て
う
敷
」

(
r
)
(
『
安
土
日
詑
」
)
か
ら
南
側
に
東
西
三
間
に
南
北
一
聞
の
六
畳
敷

の
広
縁
、
東
側
に
「
次
三
て
う
敷
」

(
J
)
か
ら
上
段
と
も
考
え
ら
れ

る
東
西
一
問
に
南
北
一
間
半
の
三
畳
敷
の
部
屋
が
復
元
さ
れ
、
何
か
特

別
な
部
屋
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
東
山
殿
会
所
の
東
南
の
部
屋
に

{
回
)

は
、
広
縁
に
突
出
し
た
「
床
」
(
上
段
)
が
あ
り
、
安
土
城
天
主
で
も

こ
の
よ
う
な
場
所
に
上
段
を
も
っ
部
屋
が
あ
っ
た
と
考
え
る
根
拠
と
な

る
。
こ
こ
ま
で
で
、
一
階
平
面
の
南
側
の
部
屋
の
並
び
は
総
長
が
十
問

と
な
っ
て
、
天
主
台
の
大
き
さ
か
ら
す
る
と
一
杯
と
な
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
こ
で
北
へ
折
れ
る
こ
と
に
な
る
。

「
束
十
二
塁
敷
」
の
北
側
に
は
、
「
其
次
八
て
う
敷
」

(
K
)
と
「
又

其
次
八
墨
敷
」

(
L
)
と
い
う
こ
問
四
方
の
八
畳
敷
の
御
膳
を
拒
え
る

所
が
二
室
続
く
。
そ
の
北
側
に
続
く
「
六
て
う
敷
御
南
戸
(
納
戸
)
」

(M)

と
「
又
六
回
畳
敷
」

(
N
)
は
、
二
室
と
も
南
側
の
八
畳
敷
の
部
屋
に
合

わ
せ
て
東
西
二
問
と
な
る
は
ず
で
、
し
た
が
っ
て
南
北
は
一
間
半
と
な

る。
次
に
続
く
「
北
之
方
御
土
蔵
」

(
O
)
は
規
模
が
記
さ
れ
て
い
な
い

の
で
後
に
ま
わ
し
、
そ
れ
に
続
く
「
其
次
御
座
敷
廿
六
墨
敷
御
な
ん
と
」

(
刊
)
も
後
述
す
る
こ
と
に
し
て
、
中
央
部
分
に
は
、
二
間
半
に
二
聞

の
「
次
十
て
う
敷
」
(
「
安
土
御
天
主
之
次
第
)
」
)

(

T

)

・
「
又
其
次
十

畳
敷
」

(
U
)
の
納
戸
が
二
室
が
並
ぶ
。
柱
筋
を
合
わ
せ
る
た
め
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
東
西
を
二
間
半
、
南
北
を
二
間
と
し
て
、
前
掲
の
二
室
の
八

畳
敷
の
西
に
接
続
す
る
し
か
な
い
。
な
お
『
安
土
日
記
」
に
は
「
次

十
七
て
う
敷
」

(
T
)
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
十
七

畳
敷
の
部
屋
は
不
自
然
で
あ
り
、
こ
れ
は
宮
上
博
士
の
言
う
よ
う
に
「
十

て
う
敷
」
の
誤
り
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
詳
し
く
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
天
主
台
穴
蔵
(
地
階
)
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内
の
中
央
部
は
礎
石
を
欠
き
、
地
階
遺
構
面
下
に
巨
大
な
穴
が
検
出
さ

れ
て
い
針
。
こ
れ
は
発
掘
を
担
当
し
た
木
戸
雅
寿
氏
の
教
示
に
よ
る
と
、

掘
立
式
の
心
柱
の
跡
と
考
え
ら
れ
、
本
稿
の
復
元
案
で
は
一
階
平
面
で

は
、
北
側
の
納
戸
の
半
間
西
側
を
通
っ
て
立
ち
上
る
こ
と
に
な
る
。
こ

の
心
柱
を
自
然
な
形
に
納
め
る
た
め
に
納
戸
の
西
側
に
は
、
奥
行
半
聞

の
床
が
補
加
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
そ
の
西
側
に
配
置
す
る
以
外
に

余
地
の
な
い
巨
大
な
「
其
次
御
座
敷
廿
六
昼
敷
御
な
ん
と
」
(
刊
)
は
、

こ
の
床
が
食
い
込
む
こ
と
に
な
り
、
そ
の
た
め
二
十
六
畳
と
い
う
中
途

半
端
な
規
模
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
其
次
御
座

敷
廿
六
且
畳
敷
御
な
ん
と
」
は
東
西
三
間
半
に
南
北
四
聞
で
、
北
東
闘
の

二
畳
分
を
欠
い
た
も
の
と
な
る
。
こ
の
際
の
東
西
三
間
半
と
い
う
端
数

は
、
そ
の
東
側
に
東
西
二
間
半
の
十
畳
敷
が
並
ん
で
い
る
の
で
、
相
殺

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
復
元
案
の
妥
当
性
を
示
す
も
の
と
言
え
る
。

次
に
「
其
次
御
座
敷
廿
六
墨
敷
御
な
ん
と
」
の
部
屋
の
北
側
に
は
「
同

十
二
塁
敷
」

(V)
の
部
屋
、
梅
の
聞
の
北
側
に
は
「
西
六
て
う
敷
」

(S)

の
部
屋
が
そ
れ
ぞ
れ
復
元
さ
れ
る
。
そ
の
二
室
の
形
状
は
、
柱
筋
を
梅

の
間
に
合
わ
せ
る
と
、
必
然
的
に
決
ま
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

「
同
十
二
昼
敷
」

(V)
は
東
西
二
聞
に
南
北
三
問
、
「
西
六
て
う
敷
」

(S)

は
東
西
二
聞
に
南
北
一
間
半
と
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
部
屋
の
規
模
が
記
さ
れ
て
い
な
い
「
北
之
方
御
土
蔵
」

に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
天
主
台
の
形
状
を
見
て
み
る
と
、

お
よ
そ
二
間
幅
の
石
塁
が
穴
蔵
の
周
囲
を
廻
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
北
側
の
み
、
そ
の
幅
が
極
端
に
広
く
五
間
程
に
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
そ
の
上
に
一
階
の
土
蔵
(
北
之
方
御
土
蔵
)
を
設
け
て
い
た
た
め

と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
後
述
す
る
よ
う
に
身
舎
の
周
囲
に
は
幅
二
間

ほ
ど
の
武
者
走
が
廻
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
土
蔵
の
奥
行
は

三
間
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
広
大
な
土
蔵
内
部
は
、
戦
災
焼
失
し
た
名

古
屋
城
小
天
守
の
地
階
の
土
蔵
の
よ
う
に
、
納
め
る
物
に
よ
っ
て
あ
る

程
度
細
か
く
仕
切
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
土
蔵
は
厚
い
土
壁
を

造
る
た
め
半
間
毎
に
間
柱
を
設
け
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
『
安
土
日
記
』

等
に
土
蔵
の
規
模
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
土
蔵
と
い
う
格
の
下
が

る
場
所
故
、
村
井
貞
勝
が
拝
見
し
な
か
っ
た
か
、
重
要
と
考
え
ず
記
さ

な
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
記
述
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
部
屋
を
配
し
終
わ
る
と
、
一
階
の

中
央
北
寄
り
に
東
西
四
聞
に
南
北
三
聞
の
部
分
が
余
る
。
そ
れ
は
階
段

室
と
考
え
ら
れ
る
。
階
段
室
に
つ
い
て
は
、
『
安
土
日
記
」
等
に
記
さ

れ
て
い
な
い
が
、
村
井
貞
勝
は
、
階
段
の
あ
る
場
所
な
の
で
部
屋
と
し

て
扱
わ
ず
、
拝
見
記
に
も
わ
ざ
わ
ざ
記
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
天
主
内
部
が
障
壁
画
を
配
し
た
書
院
造
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

考
慮
し
て
、
そ
の
正
面
で
あ
る
南
側
に
は
幅
一
間
の
広
縁
を
設
け
た
。

広
縁
に
つ
い
て
も
「
安
土
日
記
』
等
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
、

書
院
造
殿
舎
に
は
広
縁
が
あ
る
の
が
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
わ
ざ
わ
ざ

記
す
必
要
が
な
い
と
村
井
貞
勝
が
考
え
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ

て
、
広
縁
に
つ
い
て
は
、
「
御
縁
六
て
う
敷
」
や
後
述
す
る
二
階
の
「
御

縁
二
段
ひ
ろ
縁
」
と
い
っ
た
特
殊
な
も
の
だ
け
を
記
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
二
段
の
広
縁
が
特
筆
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
一
段
の
通
常

の
広
縁
は
当
然
に
存
在
し
た
こ
と
の
証
左
と
な
ろ
う
。

す
べ
て
の
部
屋
を
平
面
の
中
央
部
に
配
し
て
余
っ
た
四
周
の
部
分
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安土城天主の平面復元に関する試案{佐藤)

は
、
武
者
走
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
武
者
走
の
幅
は
お

よ
そ
二
間
程
度
と
な
っ
て
、
後
世
の
天
守
の
一
階
の
も
の
と
同
等
と

な
っ
た
。
こ
れ
も
『
安
土
日
記
』
等
に
記
述
の
な
い
も
の
で
あ
る
が
、

後
世
の
天
守
に
は
必
ず
武
者
走
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
安
土
城
に

も
存
在
し
た
と
考
え
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
階
段
室
同
様
に
、
部
屋
で

は
な
か
っ
た
た
め
記
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
武

者
走
に
よ
っ
て
、
戦
災
焼
失
し
た
慶
長
二
年
(
一
五
九
七
)
の
岡
山
城

天
守
と
同
様
に
、
不
等
辺
多
角
形
と
な
る
側
柱
筋
に
対
し
て
、
身
全
日
部

分
を
矩
形
に
整
形
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
天
主
の
入
口
に
つ
い
て
は
、
天
主
台
の
東
側
に
あ
る
穴
蔵
へ
の

入
口
は
正
式
な
表
口
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
天
主
台
の
南
西

側
で
は
、
石
垣
に
沿
っ
て
礎
石
が
発
掘
さ
れ
て
い
足
。
岡
山
域
で
は
、
「
本

丸
指
図
」
(
岡
山
大
学
付
属
図
書
館
蔵
)
に
よ
る
と
、
本
丸
の
上
段
・
中
段
・

下
段
の
三
つ
の
小
郭
に
分
か
れ
て
建
つ
本
丸
本
段
御
殿
と
表
向
御
殿
や

花
畑
御
殿
と
を
繋
ぐ
渡
廊
下
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
の
渡
廊
下
は
、
小
郭
問
に
存
す
る
石
垣
を
登
っ
て
渡
る
、
い
わ
ば
空

中
廊
下
で
あ
っ
た
。
安
土
城
天
主
台
下
で
発
掘
さ
れ
た
礎
石
は
、
そ
の

よ
う
な
空
中
廊
下
の
柱
を
受
け
る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
同

様
に
、
天
主
台
の
南
東
側
で
も
伝
本
丸
御
殿
跡
の
礎
石
の
軸
線
と
は
異

(
田
}

な
る
礎
石
列
が
発
掘
さ
れ
て
お
り
、
天
主
と
伝
本
丸
御
殿
を
繋
ぐ
空
中

廊
下
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
『
安
土
日
記
』
等
の
文
献

史
料
に
記
述
が
な
く
発
掘
調
査
も
完
全
に
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
詳
細

は
判
然
と
し
て
い
な
い
の
で
、
本
稿
の
復
元
案
に
は
図
示
し
て
い
な
い
。

(
四
)
二
階
(
図
9
)

二
階
は
、
一
階
平
面
の
東
面
の
一
部
と
西
面
の
頂
部
を
大
き
く
削
り

取
っ
た
平
面
と
し
た
。
望
楼
型
天
守
で
は
、
一
重
目
を
入
母
屋
屋
根
と

す
る
も
の
(
熊
本
城
)
と
、
一
階
と
二
階
を
同
大
と
し
て
二
重
目
を
入

母
屋
屋
根
と
す
る
も
の
(
広
島
城
)
と
の
二
通
り
が
考
え
ら
れ
る
。
安

土
城
天
主
の
場
合
、
史
料
か
ら
復
元
さ
れ
る
一
階
と
二
階
の
床
面
積
が

あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
の
で
、
二
重
目
が
入
母
屋
屋
根
と
判
断
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
二
重
目
を
入
母
屋
屋
根
と
す
る
た
め
に
は
、
二
階
平
面
の

平
側
に
当
た
る
東
西
両
辺
を
平
行
に
、
か
っ
そ
の
両
辺
を
二
階
上
に
渡

る
主
要
な
梁
の
方
陣
に
直
交
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
安
土
城
に
似
通
っ

た
不
等
辺
五
角
形
の
天
守
台
を
も
っ
岡
山
城
天
守
で
は
、
二
階
平
面
で

北
面
の
五
角
形
の
頂
点
を
幅
七
聞
に
渡
っ
て
削
り
、
南
面
と
平
行
の
直

線
に
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
一
重
目
屋
根
が
北
面
の
壁
面
に
斜
め
に

せ
り
上
が
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
隠
す
た
め
に
唐
破
風
出
窓
を
設
け
て
い

る
。
本
稿
に
お
け
る
安
土
城
天
主
の
復
元
で
は
、
こ
の
岡
山
城
天
守
に

お
け
る
不
等
辺
多
角
形
平
面
の
整
形
方
法
に
倣
っ
て
、
西
辺
の
中
央

付
近
に
存
す
る
頂
点
を
削
り
両
辺
平
行
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
の
た
め

二
階
西
面
の
一
重
目
屋
根
は
側
柱
筋
に
お
い
て
、
中
央
に
向
か
っ
て
屋

根
の
上
端
が
斜
め
に
せ
り
上
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
見
苦
し
い
の

で
、
こ
れ
を
隠
す
た
め
に
、
岡
山
城
天
守
に
倣
っ
て
南
北
幅
二
聞
の
唐

破
風
出
窓
を
設
け
て
お
い
た
。

部
屋
は
、
ま
ず
「
十
二
塁
敷
」

(
A
)
の
花
鳥
の
聞
の
説
明
か
ら
始
ま
る
。

次
に
続
く
「
別
ニ
一
段
、
四
畳
敷
御
座
之
問
」

(B)
は
、
「
別
に
一
段
」

や
「
御
座
之
間
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
同
様
に
花
鳥
が
描
か
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れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
花
鳥
の
聞
の
上
段
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
二
室
に
は
『
安
土
日
記
」
等
に
方
角
の
記
述
が
な
い
。
一
階
平
面
の

記
載
順
に
従
っ
て
仮
に
二
階
平
面
の
西
側
に
東
西
を
二
間
と
し
て
復
元

す
る
と
、
す
べ
て
の
部
屋
を
配
し
終
え
た
時
に
平
面
を
矩
形
に
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
の
二
室
は
、
上
段
を
伴
、
つ
主
室
で

あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
に
続
く
部
屋
が
「
次
南
入
照
畳
敷
賢
人
間
」

(
D
)
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
南
側
の
西
寄
り
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
柱
筋
を
通
す
こ
と
を
基
本
に
し
て
、
花
鳥
の
聞

は
、
東
西
三
聞
に
南
北
二
問
、
そ
し
て
そ
の
西
側
に
東
西
一
聞
に
南
北

二
聞
の
上
段
で
あ
る
「
四
墨
敷
」
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
こ

の
上
段
に
は
、
西
側
に
床
・
南
側
に
付
書
院
を
補
加
し
て
お
い
た
。
『
安

土
日
記
』
等
に
は
座
敷
飾
に
関
す
る
記
述
は
一
階
部
分
に
し
か
な
い
が
、

安
土
城
前
後
の
書
院
造
殿
舎
か
ら
考
え
て
み
て
も
、
御
座
の
聞
の
よ
う

な
主
要
な
部
屋
に
は
座
敷
飾
は
必
ず
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る。
次
に
花
鳥
の
聞
の
東
側
に
続
く
「
次
南
八
昼
敷
賢
人
間
」

(
D
)
、
そ

し
て
同
じ
く
「
束
癖
香
之
間
八
畳
敷
」

(
F
)
は
と
も
に
二
間
四
方
と

な
る
。康

香
の
閉
ま
で
で
二
階
の
南
側
は
一
杯
と
な
る
の
で
、
こ
こ
で
北
へ

折
れ
曲
が
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
「
十
二
塁
」

(
E
)
は
癖
香

の
聞
の
北
側
と
な
る
。
こ
の
部
屋
は
、
宮
上
博
士
の
よ
う
に
東
西
二
聞

に
南
北
三
間
と
し
て
し
ま
う
と
、
す
べ
て
の
部
屋
を
配
し
て
も
L
字
型

の
中
廊
下
と
す
る
し
か
な
い
部
分
が
残
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
な
L

字
型
の
中
廊
下
は
後
世
の
天
守
や
当
時
の
書
院
造
殿
舎
に
例
の
な
い
も

の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
こ
の
部
屋
は
、
東
西
三
間
に
南
北
二
問
と
し
た
。

な
お
、
こ
の
部
屋
は
「
御
門
之
上
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
穴
蔵
の
入
口

の
門
の
上
と
解
す
る
と
、
そ
う
し
た
記
載
は
一
階
平
面
に
お
い
て
さ
れ

る
べ
き
で
あ
っ
て
、
二
階
で
は
不
自
然
で
あ
る
。
こ
の
部
屋
の
前
後
に

並
ぶ
部
屋
は
す
べ
て
絵
の
説
明
が
あ
る
の
で
、
こ
の
「
御
門
之
上
」
は

画
題
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

次
に
「
十
二
昼
」
の
北
側
に
は
、
二
間
四
方
の
「
次
八
昼
敷
」

(γ)

の
部
屋
が
復
元
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
呂
洞
賓
・
李
鉄
拐
と
い
っ
た
八
仙

が
描
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
賢
人
の
聞
に
八
仙
の
一
人
で
あ
る

張
呆
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
部
屋
だ
け
で
な
く
、
幾
つ
か

の
部
屋
に
八
仙
が
分
か
れ
て
描
か
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
「
次
入
墨
敷
」
の
北
側
に
は
、
「
北
廿
昼
敷
」

(
G
)
の
部
屋
、

さ
ら
に
「
次
十
二
塁
敷
」

(
I
)
の
部
屋
が
続
く
。
こ
の
二
室
は
、
南

北
を
二
間
と
し
な
け
れ
ば
二
階
平
面
を
矩
形
に
納
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
し
た
が
っ
て
「
北
廿
同
畳
敷
」
は
東
西
五
聞
に
南
北
二
問
、
「
次

十
二
塁
敷
」
は
東
西
三
聞
に
南
北
二
聞
と
な
る
。
な
お
、
「
次
十
二
忠
敷
」

は
、
二
階
に
お
け
る
信
長
の
居
間
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
『
安
土
日
記
』

等
に
記
述
は
な
い
が
、
北
側
に
床
と
棚
を
補
加
し
て
お
い
た
。

次
に
、
「
次
十
二
畳
敷
」
の
南
側
に
は
「
廿
四
阿
畳
敷
之
御
物
置
の
御

な
ん
と
」

(
K
)
を
柱
筋
を
合
わ
せ
て
、
束
西
三
間
に
南
北
四
問
、
ま

た
そ
の
南
東
側
に
は
、
二
間
四
方
の
「
口
に
八
て
う
敷
之
御
座
敷
」

(L)

の
部
屋
が
復
元
さ
れ
る
。
そ
の
北
側
の
東
西
三
間
に
南
北
二
聞
の
部
分

が
余
る
が
、
「
安
土
日
記
」
等
に
記
述
は
な
い
も
の
の
、
ち
ょ
う
ど
一

階
の
階
段
室
の
上
方
に
当
た
り
、
同
様
に
階
段
室
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
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ま
た
北
・
東
・
南
側
に
幅
一
間
の
広
縁
を
廻
ら
せ
、
南
側
に
は
「
御

縁
二
段
ひ
ろ
縁
」

(
M
)
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
も
う
一
段
の
幅

一
問
の
広
縁
を
設
け
た
。
後
の
書
院
造
殿
舎
か
ら
す
る
と
、
二
段
の
広

縁
を
設
け
る
と
す
れ
ば
、
主
室
の
外
側
で
あ
る
。
そ
の
た
め
南
側
に
二

段
の
広
縁
を
復
元
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
一
階
同
様
に
中
央
部
に
部

屋
を
配
し
て
余
っ
た
四
周
の
お
よ
そ
幅
二
問
の
部
分
は
武
者
走
と
し

た
。
一
陪
と
二
陪
に
同
じ
幅
の
武
者
走
が
存
す
る
の
は
、
望
楼
型
天
守

で
は
普
通
の
こ
と
で
あ
る
。

安土城天主の平面復元に関する試案{佐藤)

(
五
)
三
階
(
図
叩
)

結
論
を
先
に
示
す
と
、
三
階
は
部
屋
を
配
し
た
結
果
、
東
西
十
問
に

南
北
人
間
と
な
り
、
ま
た
、
二
階
か
ら
大
き
く
逓
減
す
る
の
で
、
三
階

平
面
か
ら
外
に
は
み
出
す
二
階
部
分
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
覆
う
大
き

な
入
母
屋
造
の
屋
根
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
北
側
と

南
側
に
東
西
四
問
に
南
北
二
聞
の
破
風
の
聞
が
付
属
す
る
こ
と
に
な

る。
部
屋
は
、
ま
ず
「
西
十
二
間
」

(
A
)
の
岩
の
聞
か
ら
説
明
を
始
め
、

「
次
西
入
墨
敷
」
(
B
)
の
龍
虎
の
聞
が
続
く
。
こ
こ
で
い
う
十
二
問
と
は
、

室
町
時
代
に
部
屋
の
大
き
さ
を
示
す
時
に
使
わ
れ
た
記
法
に
な
っ
て
お

り
、
縦
と
横
の
間
数
を
掛
け
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
三

間
に
四
問
、
あ
る
い
は
二
間
に
六
問
と
な
る
。
八
畳
敷
の
部
屋
は
二
間

四
方
と
す
る
の
が
普
通
な
の
で
、
岩
の
間
も
そ
れ
に
柱
筋
を
合
わ
せ
て

東
西
二
聞
に
南
北
六
間
と
な
る
。
こ
こ
で
西
側
は
一
杯
と
な
る
の
で
束

に
折
れ
る
こ
と
に
な
り
、
「
南
十
二
間
」

(D)
の
竹
の
問
、
「
次
十
二
間
」

(
E
)
の
松
の
聞
が
続
く
。
こ
の
二
室
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
板
敷
で

大
勢
の
人
が
集
ま
る
部
屋
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、

部
屋
境
の
建
具
を
取
り
払
っ
て
一
つ
の
大
き
な
部
屋
と
し
て
使
用
す
る

可
能
性
を
考
慮
し
、
同
じ
形
状
で
並
べ
た
ほ
う
が
合
理
的
と
考
え
た
。

し
た
が
っ
て
二
室
と
も
東
西
三
間
に
南
北
四
間
と
な
る
。

松
の
聞
の
東
側
に
は
「
桐
に
鳳
凪
」
が
描
か
れ
た
二
間
四
方
の
「
束

八
畳
敷
」

(
G
)
の
部
屋
が
復
元
さ
れ
る
。
こ
こ
で
南
側
も
一
杯
と
な

る
の
で
北
側
に
折
れ
、
「
次
八
回
畳
敷
」

(
H
)
が
二
間
四
方
で
、
さ
ら
に

そ
の
北
側
に
は
、
「
次
御
小
座
敷
七
塁
敷
」

(
I
)
が
二
間
四
方
で
復
元

さ
れ
る
。
「
小
座
敷
」
は
茶
室
を
指
す
こ
と
が
少
な
く
な
い
の
で
、
こ

の
部
屋
は
茶
室
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
七
畳
敷
と
い
う
半
端
な
大

き
さ
か
ら
、
一
畳
の
大
き
さ
の
床
の
存
在
が
推
定
さ
れ
る
。

小
座
敷
の
北
側
に
は
、
「
北
十
二
塁
敷
」

(
K
)
、
そ
し
て
こ
こ
で
西

側
に
折
れ
て
「
次
十
二
塁
敷
」

(
L
)
が
続
く
。
こ
の
二
室
に
続
く
「
次

入
問
畳
敷
」

(
N
)
の
御
鷹
の
聞
が
二
間
四
方
な
の
で
、
そ
れ
に
柱
筋
を

合
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
三
室
は
す
べ
て
南
北
二
間
と
な
る
。
し
た
が
っ
て

「
北
十
二
塁
敷
」
は
東
西
三
聞
に
南
北
二
問
、
「
次
十
二
塁
敷
」
も
同
じ

く
東
西
三
聞
に
南
北
二
問
と
な
る
。

ま
た
各
室
を
配
し
終
わ
っ
て
余
っ
た
中
央
の
東
西
六
間
に
南
北
二
問

の
部
分
は
、
『
安
土
日
記
』
等
に
記
述
は
な
い
が
、
ち
ょ
う
ど
一
階
・

二
階
の
階
段
室
の
上
方
に
当
た
り
、
同
様
に
階
段
室
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
な
お
階
段
室
は
三
間
に
二
間
で
十
分
で
あ
る
の
で
、
こ
の
部

分
は
二
室
に
分
か
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
り
、
復
元
図
で
は
と
り
あ
え
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ず
二
室
と
し
て
お
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
階
の
岩
の
間
・
竹
の
間
・
松
の
聞
は
、
古
式
に
「
間
」

で
部
屋
の
規
模
が
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
と
同
規
模
の
部
屋
が
一
階
・

二
階
で
は
「
墨
」
で
表
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
三
室
の
み
が
「
間
」
で
表

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
三
室
を
板
敷
と
す
る
宮
上
博
士
の
意
見

に
賛
同
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
階
に
は
、
武
者
走
を
設
け
な
か
っ

た
が
、
岡
山
城
天
守
や
慶
長
三
年
(
一
五
九
八
)
の
広
島
城
天
守
な
ど

の
よ
う
に
、
建
築
年
代
の
古
い
望
楼
型
天
守
で
は
、
望
楼
型
に
特
有
の

大
き
な
入
母
屋
屋
根
の
上
に
載
る
形
の
三
階
で
は
、
身
舎
と
入
側
の
区

別
が
暖
昧
と
な
り
、
武
者
走
を
設
け
て
い
な
い
の
で
、
そ
れ
に
倣
っ
た
。

こ
の
三
階
平
面
の
復
元
考
察
の
結
果
、
三
階
は
東
西
に
長
い
長
方
形

と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
上
に
載
る
三
重
目
の
屋
根
は
東
西
方

向
の
入
母
屋
造
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
六
)
四
階
(
図
刊
)

四
階
は
、
「
こ
や
の
段
と
申
也
」
と
い
う
記
述
か
ら
、
東
西
方
向
の

入
母
屋
屋
根
で
あ
る
三
重
日
の
小
屋
す
な
わ
ち
屋
根
裏
階
と
考
え
ら
れ

る
。
と
こ
ろ
で
「
南
北
の
破
風
に
四
昼
半
之
御
座
敷
両
方
在
之
」
の
解

釈
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
二
重
目
の
入
母
屋
屋
根

は
大
き
く
、
そ
の
南
北
の
入
母
屋
破
風
は
三
重
目
の
屋
根
を
越
え
て
四

階
ま
で
立
ち
上
が
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
破
風

《
詰
)

内
に
は
中
二
階
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
そ
こ
に
四
畳
半
の
座
敷
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
破
風
内
の
中
二
階
で
あ
る
た
め
、
梁
聞
が
狭

く
な
り
、
四
畳
半
を
一
室
し
か
取
れ
な
く
、
『
安
土
日
記
」
等
の
記
述

に
よ
く
一
致
す
る
。
な
お
次
に
述
べ
る
八
角
形
の
五
階
は
、
三
重
目
屋

根
の
上
に
載
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
下
部
は
三
重
目
屋
根
の
小
屋
裏

か
ら
立
ち
上
げ
ね
ば
な
ら
ず
、
四
階
の
中
央
部
は
八
角
形
の
五
階
を
支

え
る
八
角
形
の
軸
組
と
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
四
階
は
小
屋
の
段

で
あ
る
の
で
屋
根
裏
階
で
窓
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
ら
し
く
、
八
角
形

の
軸
組
は
部
屋
と
し
て
は
使
う
こ
と
を
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
「
安
土
日

記
』
等
に
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
記
述
が
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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(
七
)
五
階
(
図
世
)

五
階
は
、
「
八
角
。
四
間
ほ
と
有
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
辺
二
聞

の
正
八
角
形
平
面
と
し
た
。
も
し
仮
に
向
か
い
合
う
側
柱
の
心
々
問
の

寸
法
を
四
問
と
す
る
と
八
角
形
の
一
辺
は
約
了
六
間
と
中
途
半
端
な

数
値
と
な
る
。
ま
た
そ
の
場
合
、
四
問
程
と
い
う
殴
味
な
表
記
は
せ
ず

に
「
四
間
」
と
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
八
角
形
の
一

辺
を
二
問
と
し
、
そ
の
平
面
の
内
に
一
辺
二
問
の
正
方
形
平
面
で
入
側

柱
(
四
天
柱
)
を
立
て
て
い
た
と
考
え
た
い
。
そ
う
す
る
と
側
柱
か
ら

入
側
柱
の
心
々
聞
の
す
法
は
、
約
九
尺
と
な
っ
て
七
尺
(
一
間
)
よ
り

{
出
-

や
や
長
く
な
る
。
そ
の
た
め
差
し
渡
し
は
、
四
問
よ
り
や
や
大
き
く
な

る
の
で
四
間
程
と
い
う
暖
味
な
表
記
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
「
御
縁
輪
」
お
よ
び
「
か
う
ら
ん
き
ほ
う
し
有
」
と
い
う
記

述
が
あ
る
の
で
、
縁
輪
は
縁
側
で
、
す
な
わ
ち
廻
縁
が
あ
り
、
擬
宝
珠

高
摘
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。



(
八
)
六
陪
(
図
氾
}

六
階
は
「
三
間
四
方
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
六
階
の
側
柱
は
、
三
間

四
方
で
は
、
五
階
の
入
側
柱
筋
に
は
絶
対
に
載
ら
な
い
の
で
、
八
角
形

の
一
辺
の
中
央
に
立
つ
柱
上
に
柱
盤
を
渡
し
て
、
そ
の
上
に
載
せ
る
の

が
構
造
上
で
合
理
的
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
側
柱
の
心
々
聞

の
寸
法
は
七
尺
よ
り
や
や
大
き
く
約
八
尺
と
な
る
が
、
広
島
城
天
守
は
、

実
測
図
に
よ
る
と
最
上
階
の
み
柱
聞
が
他
陪
よ
り
少
し
大
き
く
な
っ
て

い
た
の
で
、
そ
れ
に
準
ず
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
「
外
側
ニ
欄
干
有
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
六
階
の

外
側
に
は
高
間
付
き
の
廻
縁
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

目
、
柱
数
に
関
す
る
考
察

安土城天主の平面復元に関する試案(佐藤)

天
主
の
柱
数
に
つ
い
て
は
、
「
安
土
日
記
』
に
二
百
四
本
、
「
安
土

御
天
主
之
次
第
」
に
二
百
四
本
(
一
階
)
・
百
四
十
六
本
(
二
階
)
・

九
十
三
本
(
三
階
)
と
記
さ
れ
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
「
安
土
日
記
」

の
二
百
四
本
と
い
う
記
述
は
、
宮
上
博
士
の
言
う
よ
う
な
天
主
全
体
の

総
柱
数
で
は
な
く
、
天
主
本
体
の
柱
数
と
し
て
一
階
の
柱
数
を
記
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
復
元
し
た
天
主
平
面
の
身
舎
柱
・
側
柱
の
本
数
は
、
一
階
・

二
階
・
三
階
と
も
「
安
土
御
天
主
之
次
第
」
の
記
述
と
一
致
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
た
。
な
お
、
二
階
の
西
辺
に
設
け
た
唐
破
風
の
柱
は
太
さ
が

細
か
っ
た
の
で
天
主
本
体
の
柱
数
に
は
含
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら

{
訂
}

れ
る
。

五
、
心
柱
に
つ
い
て
の
考
察

前
述
し
た
よ
う
に
天
主
台
穴
蔵
の
中
央
部
は
礎
石
を
欠
き
、
穴
が
検

出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
穴
は
昭
和
十
五
年
の
調
査
で
す
で
に
発
見
さ

(
国
)

れ
、
『
滋
賀
賂
史
蹟
調
査
報
告
第
十
一
冊
安
土
域
社
」
に
記
述
が
あ
る

が
、
詳
細
は
判
然
と
し
て
お
ら
ず
、
天
主
復
元
の
際
の
問
題
点
と
な
っ

て
い
た
。
近
年
詳
細
な
調
査
が
行
わ
れ
、
穴
は
、
東
西
約
一
・
四
メ
ー

ト
ル
、
南
北
約
一
・
二
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
約
一
メ
ー
ト
ル
で
、
昭
和
発

掘
時
の
報
告
と
比
べ
る
と
約
二
倍
の
大
き
き
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
ま
た
宝
塔
の
よ
う
な
施
設
の
痕
跡
や
残
欠
は
発
見
さ
れ
な

{
担
)

か
っ
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
穴
を
巨
大
な
掘
立
の
心
柱
の
柱
穴
と
考
え

{
却
}た

。
上
記
の
昭
和
十
五
年
の
報
告
書
に
記
述
が
あ
る
穴
の
中
に
充
満
し

て
い
た
炭
は
、
天
主
焼
失
時
に
焼
け
た
心
柱
の
地
上
部
分
付
近
が
炭
化

し
、
そ
の
後
、
地
下
に
焼
残
し
て
い
た
心
柱
下
部
が
腐
朽
滅
失
し
た
た

め
に
落
下
し
て
た
ま
っ
た
も
の
と
考
え
釘
れ
る
。
先
述
し
た
復
元
案
で

は
、
こ
こ
に
地
階
か
ら
三
階
牛
梁
下
端
ま
で
通
る
掘
立
の
心
柱
を
復
元

す
る
と
、
一
階
は
二
十
六
畳
敷
の
部
屋
、
二
階
・
三
階
は
部
屋
境
の
間

仕
切
と
何
の
問
題
も
な
く
通
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
も

本
稿
の
復
元
案
は
当
を
得
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
な
お
、
「
本
柱
長
さ

人
間
」
は
こ
の
心
柱
に
相
当
す
る
柱
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
、
地
階
土
間

表
面
か
ら
三
階
牛
梁
下
端
ま
で
の
長
さ
が
約
八
問
(
六
尺
五
寸
を
一
間

と
し
て
五
十
二
尺
)
で
あ
る
の
で
、
こ
の
点
も
本
稿
の
復
元
案
と
一
致

13 



す
る
も
の
と
な
っ
た
。

六
、
復
元
案
の
特
色

主
要
な
先
行
復
元
案
で
あ
る
内
藤
案
は
、
天
主
台
石
垣
に
時
代
に
合

わ
な
い
反
り
を
つ
け
て
い
る
。
ま
た
宮
上
案
は
史
料
に
合
わ
な
い
部
屋

や
L
字
型
に
曲
が
っ
た
例
の
な
い
中
廊
下
、
そ
し
て
根
拠
の
乏
し
い
「
昔

六
間
七
問
主
殿
之
図
」
を
は
め
込
ん
だ
一
階
平
面
、
し
か
も
二
階
に
は

そ
れ
を
は
め
て
い
な
い
な
ど
問
題
点
が
少
な
く
な
い
。
そ
れ
に
対
し
本

復
元
案
は
、
史
料
や
天
主
台
遺
構
と
完
全
に
整
合
し
て
お
り
、
妥
当
性

が
高
い
と
三
守
え
る
。

本
稿
で
提
示
す
る
天
主
復
元
案
で
は
、
天
主
台
穴
蔵
の
中
央
で
検
出

し
た
穴
を
掘
立
の
心
柱
の
柱
穴
と
考
え
た
。
一
階
平
面
は
、
「
石
く
ら

の
上
底
さ
、
北
南
へ
廿
問
、
東
西
へ
十
七
問
」
(
「
安
土
御
天
主
之
次
第
」
)

を
一
階
平
面
の
規
模
と
解
し
た
が
、
そ
れ
は
天
主
台
石
垣
の
復
元
天
端

の
最
大
部
の
広
さ
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
ま
た
『
安
土
日
記
』
に
見
え
る

「
二
百
四
本
」
と
い
う
柱
数
は
、
宮
上
博
士
の
言
う
よ
う
な
天
主
全
体

の
柱
数
で
は
な
く
、
天
主
本
体
の
柱
数
と
し
て
一
階
平
面
の
柱
数
を
記

し
た
も
の
と
考
え
、
一
階
か
ら
一
一
一
階
の
柱
数
を
記
し
た
「
安
土
御
天
主

之
次
第
」
と
一
致
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
史
料
に
記
述
の
あ
る
部
屋
を
過
不
足
な
く
並
べ
た
結
果
、
一

階
で
は
そ
の
四
周
に
お
よ
そ
二
問
幅
の
武
者
走
が
残
っ
た
。
ま
た
一
階

と
二
階
は
ほ
ぼ
同
大
の
平
面
で
、
三
階
に
お
い
て
大
き
く
逓
減
す
る
こ

と
も
確
認
さ
れ
、
望
楼
型
天
守
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
明
白
と
な
っ
た
。

四
周
の
武
者
走
や
望
楼
型
は
、
岡
山
城
天
守
や
広
島
城
天
守
と
一
致
す

る
も
の
で
あ
っ
て
、
安
土
城
天
主
が
後
世
の
天
守
の
基
本
的
要
素
を
す

で
に
備
え
て
お
り
、
す
な
わ
ち
後
世
の
天
守
の
起
源
と
な
っ
た
可
能
性

が
明
ら
か
と
な
っ
た
と
も
言
え
る
。
従
前
の
復
元
案
で
は
、
内
藤
博
士

の
よ
う
な
中
央
部
に
お
け
る
吹
抜
空
間
、
宮
上
博
士
の
よ
う
な
武
者
走

が
四
周
を
廻
ら
な
い
平
面
と
な
っ
て
お
り
、
後
世
の
天
守
と
の
断
絶
が

あ
っ
て
、
安
土
城
天
主
だ
け
が
天
守
の
発
展
の
歴
史
上
で
遊
離
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
点
に
お
い
て
本
稿
の
復
元
案
は
、
安
土
城
天

主
が
後
世
の
天
守
が
持
つ
平
面
的
特
色
の
基
と
な
っ
た
と
し
て
よ
い
こ

と
を
示
す
も
の
で
、
安
土
城
天
主
が
天
守
の
歴
史
上
で
占
め
る
位
置
を

明
確
に
し
た
と
言
え
よ
う
。

な
お
断
面
・
立
面
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
提
示
し
た
平
面
復
元
案
と

整
合
す
る
も
の
が
成
立
す
る
こ
と
は
検
証
済
み
で
あ
る
が
、
紙
幅
の
都

合
に
よ
り
別
稿
に
譲
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま
た
本
稿
の
内
容
の
一
部
は
、

二
O
O
四
年
度
お
よ
び
二

O
O五
年
度
の
日
本
建
築
学
会
大
会
に
お
い

て
口
頭
発
表
し
て
い
る
。
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註
(
1
)

内
藤
昌
「
安
土
域
の
研
究
」
(
『
図
華
』
九
八
七
・
九
八
八
朝
日
新

聞
社
一
九
七
六
年
二
・
三
月
)
、
宮
上
茂
隆
「
安
土
城
天
主
の
復
元

と
そ
の
史
料
に
就
い
て
1
内
藤
日
日
氏
「
安
土
城
の
研
究
」
に
封
す
る
疑

問
」
(
「
図
華
」
九
九
八
・
九
九
九
朝
日
新
同
社
一
九
七
七
年
三
・
四

月
)

(
2
)

北
垣
抱
一
郎
『
石
垣
普
訪
』
(
法
政
大
学
出
版
一
九
八
七
年
三
月
)

に
よ
る
と
、
石
垣
に
強
い
反
り
が
現
れ
る
の
は
慶
長
後
期
以
降
で
あ
っ

て
、
安
土
城
の
築
城
時
に
は
ま
だ
見
ら
れ
な
い
。



安土城天主の平面復元に関する試案佐藤)

(
3
)

内
藤
H
臼
前
拘
詩
文
に
お
い
て
す
で
に
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
お
り
、
宮

上
茂
隆
前
掲
論
文
で
再
度
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

(
4
)

『
安
土
日
記
』

(
A
B
C
等
は
内
藤
博
士
が
『
信
長
公
記
」
の
記
述
内

容
と
「
天
守
指
図
」
の
対
照
朋
に
、
ま
た

1
2
3
等
は
宮
上
博
士
が
『
安

土
日
記
』
と
天
主
復
元
平
面
図
と
の
対
照
別
に
、
そ
れ
ぞ
れ
論
文
中
に

付
し
た
も
の
で
あ
る
。
)

伺
段
主
ハ
七
重
、
悉
m一
…
漆
也
。
御
給
所
管
金
也
。
高
サ
十
六
問
今
中
。

天
正
五
丁
丑
八
月
廿
四
日
柱
立
、
同
霜
月
三
日
屋
上
茸
合
候
。
上
一
重
、

三
同
四
方
御
座
敷
之
内
皆
金
外
輪
ニ
伺
干
有
。
柱
ハ
金
也
。
狭
間
戸
銭

m一
…
漆
也
。
三
皇
五
帝
、
孔
門
十
哲
、
向
山
肉
陪
、
七
R
H
、
狩
野
永
徳
ニ

か
も
せ
ら
れ
。
二
丞
目
、
八
角
。
四
問
ほ
と
有
。
外
柱
ハ
朱
、
内
柱
皆

金
也
。
得
門
十
大
御
弟
子
等
か
、
せ
ら
れ
、
尺
尊
御
説
法
之
所
。
御
縁

輪
ニ
ハ
餓
鬼
共
を
か
、
せ
ら
れ
、
御
縁
拾
の
は
た
板
ニ
ハ
し
ゃ
ち
ほ
こ

ひ
れ
う
か
‘
せ
ら
れ
候
。
か
う
ら
ん
き
ほ
う
し
有
。
三
重
目
、
御
給
ハ

な
し
。
南
北
の
破
風
に
回
目
白
半
之
御
座
敷
雨
方
在
之
、
こ
や
の
段
と
申

也
。
四
重
目
、

A
1
西
十
二
悶
ニ
岩
ニ
色
々
の
木
を
被
遊
、
則
岩
之
問

と
巾
候
。

B
2
次
西
八
塁
数
ニ
龍
虎
之
戦
有
。

D
3雨
十
二
問
、
竹
之

色
々
被
遊
、
竹
間
と
巾
候
。

E
4
次
十
二
問
、
松
計
を
色
々
被
遊
候
。

G
5来
八
丞
敷
、
桐
ニ
鳳
風
。

H
6次
八
四
担
敷
、
き
ょ
ゅ
う
耳
を
あ
ら

へ
は
、
そ
う
ほ
牛
を
牽
き
弱
る
所
、
雨
人
之
出
た
る
古
郷
之
林
。

I
7

次
御
小
座
敷
七
忠
敷
、
で
い
計
也
。
御
給
ハ
な
し
。

K
8
北
十
二
塁
敷
、

是
に
御
給
ハ
な
し
。

L
9次
十
二
塁
致
、
此
内
西
二
問
之
所
ニ
て
ま
り

の
木
を
被
遊
候
。

N
m次
入
墨
敷
、
庭
子
之
景
気
也
。
御
鷹
の
悶
と
申

也
。
五
重
目
、

A
1十
二
長
敷
御
給
有
、
花
烏
の
問
と
申
也
。

B
2
別

ニ
一
段
四
昼
敷
御
座
之
問
有
、
同
花
鳥
之
御
給
有
。

D
3次
南
入
墨

敷
賢
人
問
、
へ
う
た
ん
よ
り
駒
の
出
た
る
所
有
。

F
4
束
窮
香
之
間
入

墨
敷
。

E
5
十
二
塁
、
御
門
之
上
。

F
6次
八
且
畳
敷
、
ろ
と
う
ぴ
ん
と

申
仙
人
杖
な
け
拾
た
る
所
c
G
7
北
廿
塁
敷
、
駒
の
牧
之
御
給
有
c
紛

の
ふ
り
た
る
所
、
是
ふ
ゑ
つ
の
固
と
申
。

-
8次
十
二
塁
敷
、
せ
い
王

母
の
御
紛
有
。
西
御
給
ハ
な
し
。

M
9御
縁
二
段
ひ
ろ
縁
な
り
。

k
m

廿
四
品
数
之
御
物
置
の
御
な
ん
と
有
。

L
U
口
に
八
て
う
敷
之
御
座
敷

在
之
。
六
丞
目
、

A
1
十
二
塁
敷
、
墨
絵
ニ
梅
之
御
給
を
被
遊
候
。

B

同
問
内
御
書
院
有
o

H

疋
に
遠
寺
晩
銭
景
気
被
香
、
ま
へ
に
盆
山
被
置
也
。

C
2
次
四
て
う
致
、
雑
の
子
を
愛
す
る
所
、

F
御
棚
ニ
鳩
計
か
、
せ
ら

れ、

D
3
又
十
二
て
う
敷
ニ
飽
を
か
‘
せ
ら
れ
絡
の
問
と
申
也
。

E
4

又
其
次
八
島
敷
唐
之
儒
者
達
を
か
、
せ
ら
れ
、

G
5
南
又
十
二
て
う
敷
、

H
6
又
八
て
う
敷
、

I
7束
十
二
品
目
致
、

r
8御
縁
六
て
う
敷
、

J
9

次
三
て
う
敷
、

k
m其
次
八
て
う
敷
御
膳
を
好
申
所
、

L
H
又
其
次
八

四MM
御
膳
好
巾
所
、

M
U
六
て
う
敷
御
南
戸
、

N
U
又
六
昼
敷
、
何
も
御

給
所
金
也
。

O
M
北
之
方
御
土
蔵
有
。
刊
日
其
次
御
座
敷
廿
六
昼
敷

御
な
ん
と
也
。

s
m西
六
て
う
致
、

T
U次
十
七
て
う
敷
、

U
U
又
其

次
十
担
敷
、

v
m同
十
二
見
敷
、
御
な
ん
と
の
数
七
つ
。
此
下
ニ
金
灯

燈
つ
ら
せ
ら
れ
候
。
七
重
目
。
以
上
、
柱
数
二
百
四
本
。
本
柱
長
さ
入
問
、

本
柱
ふ
と
さ
一
尺
五
す
四
方
、
六
尺
四
方
、
一
尺
三
寸
四
方
木
。
狭
間

戸
数
六
十
余
有
。
何
れ
も
銭
ニ
而
黒
漆
也
。
七
重
之
御
溝
高
く
青
漢
の

内
に
挟
ミ
、
棟
梁
遥
に
秀
て
、
四
面
之
抜
悉
金
物
有
。
瓦
の
こ
く
ち
金

銀
を
以
て
見
か
き
、
ひ
う
ち
ほ
う
ち
ゃ
く
を
つ
ら
せ
ら
れ
候
。
白
霧
之

問
ニ
挑
、
金
銀
空
に
障
き
、
詞
に
も
難
謹
筆
。
御
大
工
阿
部
又
右
衛
門
、

御
普
請
奉
行
ハ
木
村
二
郎
左
衛
門
、
漆
師
首
ハ
刑
部
、
白
金
屋
首
ニ
宮

西
奥
六
、
瓦
ハ
唐
様
に
、
唐
人
之
二
日
ニ
被
仰
付
被
焼
候
。
瓦
奉
行
小

川
孫
一
郎
、
掘
川
左
内
、
青
山
助
一
也
。
御
細
工
請
取
数
多
在
之
、
致

見
物
生
前
思
出
、
恭
次
第
中
々
申
ハ
愚
候
。

(5)

「
安
土
山
御
天
主
之
次
第
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
本
稿

で
は
「
安
土
御
天
主
之
次
第
」
と
表
記
す
る
。
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(6)

「
安
土
御
天
主
之
次
第
」

(
A
B
C
等
は
内
藤
博
士
が
「
信
長
公
記
」

の
記
述
内
容
と
「
天
守
指
図
」
の
対
照
用
に
論
文
中
に
付
し
た
も
の
で

あ
る
。
)

石
く
ら
乃
高
さ
十
二
間
余
。
一
重
石
く
ら
之
内
を
土
蔵
ニ
御
用
、
是
よ

り
七
重
也
。
二
重
石
く
ら
之
上
底
さ
、
北
南
へ
廿
問
、
東
西
へ
十
七
問
。

高
さ
十
六
間
々
中
あ
り
。
柱
数
試
百
四
本
立
。
本
柱
長
さ
八
問
、
ふ
と

さ
一
尺
五
寸
、
六
寸
四
方
、
一
尺
三
寸
四
方
木
。
御
座
敷
之
内
、
悉
黒

漆
也
。

A
西
十
二
塁
敷
、
黒
給
に
梅
之
御
給
を
、
狩
野
永
徳
ニ
被
仰
付
、

何
れ
も
下
よ
り
上
ま
て
御
座
敷
之
内
、
御
給
所
悉
金
也
。

B
同
問
之
内
、

御
書
院
あ
り
。
是
に
ハ
遠
寺
晩
鐙
之
景
気
か
‘
せ
ら
れ
、
其
ま
へ
に
、

ほ
ん
さ
ん
を
を
か
せ
ら
れ
、

F
次
四
て
う
敷
、
御
棚
に
鳩
之
御
給
を
か
も

せ
ら
れ
、

D
又
十
二
畳
敷
、
絡
を
か
‘
せ
ら
れ
鎚
乃
問
と
申
也
。

E
又

其
次
入
品
目
敷
。

C
奥
四
て
う
敷
に
雑
之
子
を
愛
す
る
所
あ
り
。

G
南
又

十
二
塁
敷
、
唐
乃
儒
者
達
を
か
冶
せ
ら
れ
、

H
又
八
て
う
敷
有
。

I
束

十
二
昼
敷
、

J
次
三
て
う
敷
、

K
其
次
八
て
う
敷
御
膳
を
掠
申
所
也
。

L
又
其
次
八
昼
敷
、
是
又
御
路
掠
申
所
也
。

M
六
て
う
敷
御
南
戸
、

N

又
六
昼
敷
、
何
れ
も
御
給
所
金
也
。

O
北
ノ
方
御
土
蔵
有
。
問
其
次
御

座
敷
廿
六
て
う
敷
、
御
南
戸
也
。

S
西
六
て
う
敷
、

T
次
十
て
う
敷
、

U
又
其
次
十
て
う
敷
、

V
同
十
二
塁
敷
、
御
南
戸
之
数
七
ツ
有
。
此
下

ニ
金
灯
燈
を
か
せ
ら
れ
候
。

A
一
一
一
重
目
、
十
二
塁
敷
、
花
鳥
の
御
給
あ

り
、
則
花
鳥
之
問
と
申
也
。

B
別
に
一
段
四
て
う
敷
御
座
間
あ
り
同

花
鳥
乃
御
給
ア
リ
。

D
次
南
八
回
控
敷
賢
人
之
閑
に
、
ひ
ょ
う
た
ん
ヨ
リ

駒
之
出
た
る
所
有
。

F
東
磨
香
之
悶
入
品
目
敷
。

E
十
二
て
う
敷
、
御
門

上。

F
次
八
て
う
敷
、
日
洞
賓
と
山
中
仙
人
弁
ふ
ゑ
つ
之
図
あ
り
。

G
北

廿
昼
敷
、
駒
之
牧
之
御
給
あ
り
。
-
次
十
二
て
う
敷
、
西
王
母
之
御
給

有
、
西
御
給
ハ
な
し
。

M
御
縁
二
段
底
縁
也
O
K
廿
四
て
う
敷
之
御
物

置
之
御
南
戸
有
。

L
口
に
人
て
う
敷
之
御
座
敷
在
之
。
柱
数
百
四
十
六

本
也
。

A
四
重
め
、
西
十
二
問
に
岩
に
色
々
乃
木
を
被
遊
、
則
岩
の
問

と
申
也
O
B
次
西
八
昼
敷
に
龍
虎
之
戟
あ
り
。

D
南
十
二
問
、
竹
色
々

か
冶
せ
ら
れ
、
竹
の
悶
と
申
也
o

E
次
十
二
問
に
松
計
を
色
々
被
遊
、

則
松
の
悶
と
申
也
。

G
東
入
て
う
敷
、
桐
ニ
鳳
風
か
注
せ
ら
る
。

H
次

八
て
う
敷
ニ
、
許
由
耳
を
あ
ら
へ
は
単
父
牛
を
牽
而
隠
る
所
、
雨
人
之

出
た
る
故
郷
之
鉢
有
。
-
次
御
小
座
敷
七
畳
敷
、
で
い
計
ニ
而
御
給
ハ

な
し
。

K
北
十
二
て
う
敷
、
井
ニ
御
給
ハ
な
し
。

L
次
十
二
て
う
致
、

此
内
西
二
問
之
所
ニ
手
ま
り
の
木
被
遊
、

N
次
八
て
う
敷
、
庭
子
之
景

気
、
則
御
腐
之
問
と
申
也
。
柱
数
九
十
三
本
立
。
五
重
め
、
御
給
ハ
な

し
。
南
北
之
破
風
口
に
四
畳
半
の
御
座
敷
雨
方
に
あ
り
、
小
屋
之
段
と

申
也
。
六
重
め
八
角
四
間
程
有
。
外
柱
ハ
朱
也
、
内
柱
ハ
皆
金
也
。
務

門
十
代
弟
子
等
、
尺
尊
成
道
御
説
法
之
次
第
。
御
縁
輸
に
ハ
餓
鬼
共
鬼

-
共
か
冶
せ
ら
れ
、
御
縁
輸
は
た
板
に
ハ
、
し
ゃ
ち
ほ
こ
ひ
れ
う
を
か
、

せ
ら
れ
、
高
欄
擬
法
珠
ほ
り
物
あ
り
。
上
七
丞
め
、
三
間
四
方
。
御
座

敷
之
内
皆
金
也
。
外
輪
是
又
金
也
。
四
方
之
内
柱
に
ハ
上
認
下
龍
、
天

井
ニ
ハ
天
人
御
影
向
之
所
、
御
座
敷
之
内
ニ
ハ
三
皇
五
街
、
孔
門
十
哲
、

商
山
四
時
、
七
円
以
等
を
か
、
せ
ら
れ
、
ひ
う
ち
ほ
う
ち
ゃ
く
叡
十
二
つ

ら
せ
ら
れ
、
挟
悶
戸
銭
也
。
数
六
十
余
有
。
管
m一
…
漆
也
。
御
座
敷
内
外

柱
惣
に
、
漆
ニ
而
布
を
着
せ
さ
せ
ら
れ
、
共
上
梓
開
示
漆
也
。
上
一
丞
の

か
な
く
ハ
後
藤
平
四
郎
仕
候
也
。
京
国
会
衆
手
を
蓋
し
巾
・
也
。
二
重
め

よ
り
京
之
た
い
阿
捕
か
な
く
也
。
御
大
工
採
梁
岡
部
又
右
衛
門
。
漆
何
州

首
刑
部
。
白
金
屋
御
大
工
宮
西
遊
左
衛
門
。
瓦
白
人
之
一
一
政
ニ
校
仰
付
、

奈
良
衆
ニ
焼
せ
ら
る
。
御
並
H

訪
奉
行
木
村
二
郎
左
衛
門
。

(7)

『
安
土
日
記
」
で
は
、
天
主
が
完
成
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
天
正

七
年
正
月
の
条
に
入
れ
ら
れ
、
天
主
内
部
の
描
写
は
日
以
上
階
か
ら
悶
に

し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
ほ
か
の
『
信
長
公
記
』
で
は
、
安
土
祭
妓
が

始
ま
っ
た
天
正
四
年
の
条
に
入
れ
ら
れ
、
天
主
内
部
の
描
写
は
地
階
か
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ら
駁
に
し
て
い
る
=

(8)

『
安
土
日
記
』
に
よ
る
と
天
正
七
年
の
正
月
に
村
井
貞
勝
は
、
安
土

を
訪
れ
天
主
を
拝
見
し
て
い
る
。
『
安
土
日
記
」
で
は
こ
の
条
の
後
に

天
主
の
説
明
が
続
く
。

(

9

)

(

)

内
は
筆
者
の
補
記
、
以
下
同
じ
。

(
叩
)
『
安
土
日
記
』
に
は
七
重
目
と
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
七
重

日
は
地
階
な
の
で
説
明
文
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
日
)
了
二
階
の
す
べ
て
の
柱
問
に
矢
狭
間
・
鉄
砲
狭
間
の
い
ず
れ
か
を

開
け
る
と
『
安
土
日
記
』
等
に
あ
る
六
十
余
を
超
え
て
し
ま
う
。
と
こ

ろ
で
天
主
の
北
西
側
か
ら
北
側
に
か
け
て
は
、
伝
二
の
丸
御
殿
と
そ
れ

に
続
く
建
物
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
一
部
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
建
物
の
屋
根
が
邪
魔
と
な
る
の
で
、
そ
の
方
向
に
狭
間
を
設

け
て
も
意
味
が
な
い
。
ま
た
二
階
の
来
・
西
両
面
で
は
外
壁
が
せ
り
上

が
り
、
狭
間
を
設
け
る
の
が
不
可
能
な
箇
所
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
除
く

柱
問
に
狭
間
を
設
け
る
と
で
二
階
を
合
わ
せ
て
六
十
余
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
。
な
お
、
三
階
に
は
武
者
走
が
な
い
た
め
、
狭
間
を
設
け
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

(
ロ
)
五
階
・
六
階
の
柱
に
つ
い
て
は
、
『
安
土
日
記
」
等
に
「
柱
ハ
金
也
」

ゃ
「
内
柱
皆
金
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

(
日
)
天
主
台
穴
蔵
の
入
口
の
正
面
に
あ
る
石
垣
は
、
ほ
か
の
石
垣
に
比
べ

る
と
積
石
が
小
さ
く
、
後
世
に
積
ん
だ
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
天

主
台
の
復
元
図
で
は
、
こ
の
石
垣
を
除
外
し
て
い
る
。

(M)

『
特
別
史
跡
安
土
城
跡
発
掘
調
査
報
告
ロ
」
(
滋
賀
県
教
育
委
員
会

二
O
O
二
年
三
月
)
一
一
|
六
一
頁
参
照
。

(
日
)
註
(
叩
)
を
参
照
。

(
日
)
『
安
土
日
記
」
で
は
「
西
」
は
欠
落
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
「
安
土
日

記
」
と
「
安
土
御
天
主
之
次
第
」
で
は
、
方
角
に
関
す
る
記
述
の
あ
る

箇
所
が
す
べ
て
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
安
土
日
記
』
の
こ
の
部

分
で
は
書
き
漏
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
げ
)
「
安
土
御
天
主
之
次
第
」
で
は

(
F
)
。

(
路
)
八
畳
敷
の
部
屋
は
、
一
間
に
四
問
の
形
状
も
考
え
ら
れ
る
が
、
一
間

に
四
問
と
い
う
細
長
い
部
屋
は
廊
下
を
除
い
て
な
く
、
二
間
四
方
と
す

る
の
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。

(ω)
「
安
土
御
天
主
之
次
第
」
で
は
欠
落
し
て
い
る
。

(
却
)
川
上
貢
「
中
世
住
宅
の
研
究
」
(
塁
水
害
一
房
一
九
六
七
年
十
月
)

参
照
。

(
幻
)
『
特
別
史
跡
安
土
城
跡
発
掘
調
査
報
告
ロ
』
(
滋
賀
県
教
育
委
員
会

二
O
O
二
年
三
月
)
二
五
|
二
六
頁
参
照
。

(
泣
)
『
特
別
史
跡
安
土
城
跡
発
掘
調
査
報
告
叩
』
(
滋
賀
県
教
育
委
員
会

二
O
O
O
年
三
月
)
一
一
一
一

l
四
四
頁
参
照
。

(
お
)
『
特
別
史
跡
安
土
城
跡
発
掘
調
査
報
告
日
』
(
滋
賀
県
教
育
委
員
会

二
O
O
一
年
三
月
)
一
O
|
一
六
頁
参
照
。

(
剖
)
穴
蔵
に
残
る
礎
石
列
の
軸
線
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
お
)
類
例
に
は
、
姫
路
城
天
守
の
三
重
目
の
入
母
屋
破
風
が
あ
る
。

(
お
)
実
際
に
は
四
間
半
の
ほ
う
が
近
い
が
、
こ
こ
で
は
実
測
寸
法
で
は
な

く
、
目
分
量
で
あ
っ
た
た
め
四
間
程
と
記
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
幻
)
そ
れ
に
対
し
三
階
の
南
北
に
付
属
す
る
破
風
の
問
は
、
天
主
本
体
と

同
等
の
太
い
柱
を
使
っ
て
い
た
の
で
天
主
本
体
と
し
て
三
階
平
面
の
柱

数
に
入
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
お
)
「
中
央
柱
民
の
礎
石
の
欠
除
せ
る
部
分
を
見
る
に
、
そ
の
部
分
に
は

叩
き
漆
喰
の
跡
が
認
め
ら
れ
ず
、
且
そ
の
附
近
埋
土
ら
し
い
軟
土
層
の

あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
試
に
そ
の
部
分
を
掘
下
げ
た
と
こ
ろ
、

約
二
尺
平
方
の
大
き
さ
に
て
深
さ
四
尺
詐
の
穴
の
あ
り
し
こ
と
が
判
明

し
、
こ
の
穴
の
中
に
は
全
部
焼
土
と
思
し
き
土
砂
及
ぴ
木
炭
化
せ
る
木
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片
等
が
充
満
し
、
尚
こ
の
焼
土
層
の
中
か
ら
褐
色
の
査
の
破
片
十
数
箇

を
後
見
し
た
。
こ
の
焼
土
の
部
分
と
地
山
の
部
分
と
は
そ
の
境
界
が
は

っ
き
り
し
て
を
り
、
こ
の
縦
穴
が
天
主
と
同
時
の
も
の
が
、
焼
亡
後
に

掘
ら
れ
た
も
の
が
、
又
如
何
な
る
用
途
の
も
の
で
あ
っ
た
か
明
ら
か
に

為
し
得
な
か
っ
た
が
、
穴
の
底
の
状
況
其
他
よ
り
考
へ
て
少
く
も
掘
立

柱
の
穴
と
は
考
へ
ら
れ
な
か
っ
た
。
」

(
却
)
発
掘
を
担
当
し
た
木
戸
雅
寿
氏
に
よ
る
と
、
昭
和
の
発
掘
で
発
見
さ

れ
た
査
の
破
片
は
、
天
主
焼
失
後
に
混
入
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が

高
い
。

(
初
)
発
掘
を
担
当
し
た
木
戸
雅
寿
氏
の
教
一
不
に
よ
る
。
な
お
発
掘
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
『
特
別
史
跡
安
土
城
跡
発
掘
調
査
報
告
ロ
』
(
滋
賀
県
教

育
委
員
会
二

O
O
二
年
三
月
)
二
五
|
二
六
頁
を
参
照
。
こ
の
柱
穴

と
考
え
ら
れ
る
穴
底
に
は
礎
石
等
は
存
し
て
な
か
っ
た
が
、
掘
立
柱
の

柱
穴
で
は
礎
石
を
伴
わ
な
い
も
の
が
多
く
、
問
題
な
い
。

(
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
)
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図 11 安土城天主復元四階平面図 図 10 安土城天主復元三階平面図
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図 13 安土城天主復元六階平面図 図 12 安土城天主復元五階平面図




